
研究ノート

16世紀ロシアの所領構造

一一山ブイゴロド村とその部落を例として一一ー

細 ) 11 滋

I はじめに

わが国では，時昌太氏の「封建制成立期ロげの農業構造一一
つの試論Jj陥，

賦役に関する論稿を除いて，農業構造に関連する論稿は皆無であ
ど;l設業構造全般の問題

を扱うことは筆者のJjzばぬところであるので，本稿では，定住形態
との関連で，伊藤氏も

(9. .. (5) 

先の論稿で言及している御料地プイゴロド村とその部溶を分析対
象として，その所領構造

を明らかにしたい。一般的に所領構造を論じるのではなし個別的
な例を提示しようとす

るのは，浅野明氏も指摘しているように， ["個々の所領の多面的な
研究を地域史研究と結び

(6 ) 

つけていく」という方法が有効であると考えるからである。した
がって，本稿では一般的

問題にも言及するが，主要にはプイゴロド村とその部落の具体的
な構造を明らかにするよ

うに努め，ヱド稿での検討を通じて今後の所領構造・村落構造研究
のための準備的作業とし

(1) W歴史 129， 1965年。

( 2 ) 石戸谷;重郎 r15世紀末-16世紀ロシアの領主直営地と農民
賦役JW史学雑誌』第

86編第 8号， 1977年。

(3 ) ソビエト史学においても，農業技術に関する論稿は，伊藤
氏が引用しているもの

以降は，出ていないようである。定住形態については， A. $1. ll.erT5Ip
eB， PycCKafl 

de.戸'8Hfl8 XV-XVII 8eKaX. O~epllu ucmopuu cellbCIIOZO paCOωeHufl凡， 1
980がある。

(4 ) 伊藤，前掲論文， 59ページ，註 (28)。伊藤氏は，極端な場
合の巨大な村の例と

して，このブイコ守口ド村を挙げている。

(5) M.. H チホミロフは，この名称を，この村が当初小さな市であったことを
想起

させると考えている (M.H. TI1XOMHpOB， POCCUfl 8 XVI cmωemuu.
 M.， 1962， crp. 

121 )0 

(6 ) 浅野明「わが国におけるロシア中世史研究の現段階Jr歴
史学研究』第 503号，

1982年4月， 21ぺージ，詑100
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第56巻第1号 418 -418-

たい。

なお，本稿でブイゴロ1"1せとその部落を分析対象とした理由は，この村と部落とに関連

した史料が，所領構造を検討する際に必要と忠、われる要素を含んでいるからである。

さて，本稿で主要な史料となる COTHallは， r土地所有者のために作成された，土地合
(1) 

帳からの抜書記」である。土地台帳そのものについての議論もあるが，本稿では， COIHall 

を当時の所領の実態をある程度反映しているものとして利用したい。

地図I モスクワ侯国

ッ
ォ
;
ノ今

ラ
トペ吋

300 
回・喧圃園曲剛... 

km 

(R E F Smith， P刊 santFarmillg in Muscovy， 

Cambridge Univelsity l'ress， 19ii， p xii) 

( 7) AKlbl中eOl¥aJlbHOrO淀川eB江al¥eH11H11 X03目前crBaパ・!I， M， 1956 (I¥anee-Aφ3X， '1. II)， 
crp. 611. r. H.アンピロゴフは COIHallBbIn11Cbあるいは COlHaHrpaMoraを土地台帳
あるいは検地帳に基づいて作成され，土地所有者から支払われるべき額に関する告

知のために土地所有者に交付されたもので，原本あるいは適当な写しがない場合，

個々の領主経済を研究するための貴重な史料であると捉えている(r.H. AHn11.noroB， 

K 113y4eH11ωnepen11CHblX Marep11anoB cry l¥eHraMH -HC rop11KaM11 (HeKorOpbIe MerOI¥114e-

CKHe 3aM明 aH11H11 Ha6mol¥eH11H). (BecmHuK .M，OCK，ωCK020 yHueepcumema) 1975， .No.4， 
crp.77)0 

( 8 )凡 B.MHJlOB， Mero且onor削 eeKHenp06JleMe Hcr041111KOBel¥eHl1H n11CUOBblX KHHf C 0 KOHue-
nU1111 C. 6. BecenOBcKoro:J. (Hcmopu51 CCCP)， 1978， .No 2. Jl. B. ミーロフはこの
論稿において， C. 6.ゥーェセロフスキーの， (colliHoe n11cbMO)体系の基礎に土地に
関する課税m躍があることを否定する見解に反論を加えている。なお， r.. K0411H， 
nUCl¥OBble KH11rH B 6yplKya311oH I1cropHorp仲間。 (npo6/l例 blucmo制 uKoeedeHU51)C6.!I， 

M.ー凡， 1936，crp.145-186を参照されたい。
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420 第 1号第56巻-420--

クォロク郡・ノレヂ郡とその周辺の郡

ト
ウ仲

Z 

3j 
郡 ク1)ン郡

3 :る

2 .~.... "， 11 
1 9 10・.

12¥ 円

ウォロク郡 ・ 7

5 7 6: 

ウォロコラムスクoァ、.

..••. 11 8・・・・・・・ 4 .... 九九

9 '. 12 

817f.2九

Jレ
ザ L
郡

。ルザ

。クリン

ドミトロフ郡

。
ズ
ヴ
ュ
ニ
プ
ロ
ド

地図III

モ
ジ
ャ
イ
ス
ク
郡

(T<仰 JlCe)

ウォロク郡 スタン:1 イス。デェテェム 1) 2..コlレ"7スキー 3
ラムスキー

4“リ =ωヤユコ'7 5 ラホフ ι.6 セス}リンスキー 7 スタロウォロクスキ
ー

8 ホヴアンスキー郷:9 '7ェドロフスカヤ 10 ヤロポルチ 11
ヴィシュンキ

村 12ゅプイゴロド村(究 E.Boi1apc間ii，YKa3.∞均 CTp.236によると， 10-.12
は御料地)

ルザ郡 スタン:3 ヴィシコフス者一 7 ロクノシスキー
8 リニャニコ 7

9 ラホ7 11 セストリンス者一 12 スキルマンスキー郷:17 ユ
ーリエフ・

スロボダー トヴェーリ郡 スタシ:3 ミクリンスキー・スタン及びホ
ルワチ郷

クリン郡 郷:1 コピトフスカヤ 3 ノーヴォエ村(只.E. BOi1apCK
Hii， 'YKas. co仇

crpれ 239によると 1は御料地)

備古車
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421 16世紀ロジアの所領構造 -421ー

II プイゴロド村とその部落の沿革

ブイゴロド村はウォロク郡に位置しているが，このクォロク郡は隣接するノレグ郡と共に

当初クォロク分領侯国内あわ 1494年に2つの部分に分裂したもので，地図IIIに見られ

るように同名のスタンが前郡の隣接部分に 3つ存在している(リニヤニコフ，ラホフ，セ

ストリシスキー)0 17位紀の20年代にこの両郡にはヨνフォ・ウォロコラムスキー修道院

領の全面積の約4分の 3 (73.9~ぢ)が存在し，とりわけ/レグ部には46.45ぢ存在し，クォロ

ク郡には27"5%存在しtいた。そして， 1479年創設のこの修道院の所領形成に際しては，

両郡の世銀領主，ワォロク分領侯(ノレず郡のイワシ・ボリソグィチ)，後にはモスクワ大侯

が寄進者として登場している。

ところで，ブイゴロド村にはかなり多くの部落が腐しているが，それらの部落は， セス

トリシエスキー・ヌタシ，ホグァンスキー・スタン，スタロワォロクスキー・スタシという

複数のスタン(郡の下部単位〉に属している。このよろな村と部落の存在形態については

後述するとして，まずはヨνフォ・ワォロコラムスキー修道院領をはじめとする土地所有

関係を，ブイゴロド村の部落が腐している 3つのスタシについてみてみよう。

手掛りとなるのは，当修道院領の形成過程一寄進，購入，交換ー及びそれに伴う境界の

提示に関わる文替の検討である。とれにより前述の3つのスタンには世俗の土地所有者=
(10) (11) 

領主が相当数存在することを知ることができる。家系としては，メチョフ， トノレプジン，
(12) (13) (14) (1五(16) (1'7) 

マリニン，ビピコプ， )レジェブスキー，ホノレムスキー，スカメイニコフ，ポレツキー，フ
(18) (19) (20) (21) (22) (23) 

オーミン，ェνポフ， ミジュエフ，ブノレνロフ，ノ')レチェネフ，クロカチョフ，オラディ

( 9) A. A. 3HMHH， KpynHaflφιoda/lbHa51 60m叩 :HaU ιou，ua!lbHo-.nO/lum山 eCKafl6opb6a 6月ひ
ιCUU (KOHeu， XV-XVI 6) M， 1977， crp， 1870 
(10) Aφ3X，可.II，必6， 7， 313， 319， 330， 366。
(11) T;似問必7，142， 164， 251， 302。
(12) TaM加島必9。
(13) TaMフ問必19，104， 232。
(14) TaM)ICe，必29，142， 242， 250， 280， 302， 305， 321， 327， 329。
(15) Ta.M ，~問 .Mì 36 0
(16) Ta.M .?la， .Mi，98， 116， 232。
(17) TaM)1偽 λ~.98 。
(18) TaM ?lCe，必990
(19) r.仰 2児島 .Mi.99，2310 
(20) r.制御，必113，164， 256， 

(21) r.ω ?lCe， .MiJ26。
( 22 ) TaM)!Ce， λ，6.155， 194， 1970 
(23) アωt.?lCe，必155。
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-422ー 第56巻第1号 422 

(24) (25) (26) (27) 

イシニプロホイ，エロプキン，ラキティン二ネリドフ，ベレクートブニリャプチコフ， ν
(28) (29) 叩 (31) (32) ，~(33) 

ャトコフ，Vーニー，ポーレフ，ジートフ，グレボフ，ホヴアシスキー侯，オボVンスキ
(34) 、
一侯の存在が線認できる;とれらの中には世襲領主!霞，ジェチi 二ボヤーノレヌキエ屑に属す

る者という追いはあるが，いずれも世俗領主である。特徴的な点は，果、土に関する文書が

全く欠け℃いる点である。これは史料の性格にも関わる問題であお"この点については

ョνフォ・ワォロコラムスキー修道院に対するインムニテー}状の中に，一般的表現をと
(37) 

ってではあるが，百人長，十人長への言及があり，その存在を全く否定してしまうことは

できない。

貴族領，修道院領，封地の存在については，後述する‘イワシ三世がクォロク侯フヨー

ドルとイワシに交換によって得た所領の代償として}グヱーリからブイゴロド郷とヨノレピ

郷を割いて与えた際の1497年7月付の証番中に，これらの郷にある貴族及び修道院の世銀

領及び購入地に関する裁判とダーニはブヨードノレとイワシの管轄となるが，貴族，ジェチ
(お)

・ボヤーノレスキエ及び修道院は従来通り自己の所領を有する，とされていることからも明

らかであろう。

このように，ブイゴロド村の部落が属する 3つのスタシの土地所有関係として，黒土に

(24) TqM.問KoJ58，254。
(25) r.ω 峨必170。
(26) TqM ~κt?， KoJ51， 152， 171。
(27) r.制問必171，231。
(28) TaM. ~ιt?，必 186。

(29) TaM.峨 Ko.240。
( 30 ) TaM. JICe， 必259，354。
(31) TaM. .'Jla， Ko..343。
(32) r.仰 Jla，KoJ94， 197。
(33) TaM. .JlCe， KoJ53，ホウ、アンスキー侯は，ホゥーァンスキー・スタンという名称から
判断して，このスタンと密接に結ぴついていたのではないだろうか。

(34) TaM.')克己必207。
(35) なお， A. A. ジミーンの前掲替は， 15世紀末一16世紀のヨシフォ・ウォロコラム
スキー修道院領の社会構造をロシアの社会政治史及びイデオロギ一生活と密接に関

連させながら研究することを課題としており (A.A. 3HMHH， YKas. CO't.， crp. 6)， 
ここに挙げた家系の個々の人物について，修道院との関係，修道院への寄進も含め

て，詳しく記述している。

(36) 現存史料が，結局ヨシフォ・ウォロコラムスキー修道院に関わるものはわミりであ

り，関係がない場合には，史学!として残らない， という状況がある。

(37) 例えば， Aφ3Xパ.II，必302。
(38) 且yxoBHbleH 1l0rOBOpHble r paMOlbl BenHKHX H y Ile .~bHbIX KIH13eii XIV -XVI BB. M. -JI.， 
1950 (，'lanee-nnr)，No85。
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ついては不明確であるが，貴族領，修道院領，封地があったことが確認できるであるラ。

では， このよ 7な土地所有関係の中でプイゴロド村とその部落はとのよろな沿革をたど

ったのであろうか。

ブイゴロドという名称の初見は，前述の1497年7月付のイワン三世の証書で，とこでは，

プイゴロド郷とコルピ郷を村，部落，荒蕪地，草地，草刈地，森林，猟場，野生蜜蜂房及

び金付属地共々与えよ39)となっている。とのブイコeロド郷という表現は，日70年6月付の
(40) (41) 

勝本にも見られるが，一般的にはプイゴロド村となっている場合が多い。ブイゴロド郷と

プイゴロド村との関係を明示するものはない。ただ，クォダーノレスキーによると(地図III

参照)，17世紀末から18世紀にブイゴロド村は村であると同時に郷でもあったとされている
(42) 

こと，先のイワン三世の1497年7月付の証書中のブイゴロド郷とトグェーリとの境界を示

す際のブノレゴロドカ川， セストリ(ないしセストラ)川，チョーノレナヤ川等の共通の地名，

プイゴロド村の位置(地図III参照)等から判断する限り，両者が全く無関係であるとは考

えられない。この点で， ジミーンは「ブイゴロド村とその郷J，rプイゴロド村だけ(部落
(43) 

郷」と表記し℃いる。本稿では，ブイゴロド村を含むブイゴロド郷が， このを除いて)

1497年7月付のイワン三世の証書によってクォロク郡に編入されたと考える。

1497年にク対ロク分館侠領となったブイゴロド郷は， 1506年4月頃のヴ才ロク侯フョー
(44) 

ドノレの遺言状にもかかわらず，ワジーリ一三世のものとなり，この時点で御料地とされたよ

うである。最大時には表Iに示された付属村，部落及び新開地を有する大所領であったと

推定されるが，付属村，部落及び新開地を寄進，交換の代償とすることによコて所領規模

が縮少し， 1579年7月14日付の証書ではプイゴロド村はヨνフォ・クォロコラムスキー修
(45) (46) 

道統領とされている。が，後には再び御料地となるようである。ここでは， 16世紀に限定

して，その変遷を表Iの数字に対応させつつ示してみよう。

(39) TaM /KX!， 
(40) Aφ3X， '1. II，必3530
(41) Tω~ ?lCf!， .NoJ28， 171， 178， 196， 250， 295， 302， 309， 3690 
(42) 丸 E.BO.l~apCKHH， Haceilellue Pocωu e KOIlu，e XVII- lIa~aAe XVllleeKa(l.fucAelllloc" 
mb，ιOC.il06110-KAaCC06btii cocma6， pa3Me/1lellue). M..， 1977， Clpゎ 236。

(43) A. A刷 3HMHH，YKU3 CO吃， crp. 181。
(44) 1l1lf， .No.98。この逃言状では，ヨシフオ“ウォロコラムスキー修逃院に寄進され
ることになっていた。

(45) Aφ3Xパ.II，必3690
(46) 只.E. BOJLapCKHH， YKa3ω吃， CTp. 2360 
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429 16世紀ロ乙/アの所l領機造 -429ー

① 2-7が1543年6月9日，交換の代償としてヨνフォ・ワォロコラムスキー修道院
(41) 

領に。
(48) 

② 1543-44年の coma51 中に記載されているのは 1 と 20'~90。
(49) 

③ 1543年頃， 8， 24， 44， 49， 52， 70がヨνフォ・クォロコラムスキー修道統領に。
(50) 

④ 1546-47年，封地とされていた91-106をブイゴロド村に編入。

⑤ 1562年9月21日，プイゴロド村のセストリンスキー・スタンにある部落8-14，20， 

21， 24， 40， 42， 43， 46-49， 51~-55， 60， 61， 64， 69， 77， 78， 80， 91'-96， 98， 

103-104と，追加として15-19，22， 32'~'34， 36-'39， 62， 63， 71， 72， 75， 76が，
(51) 

交換の代償としてヨνフォ・クォロコラムスキー修道院館に。

⑥ 1564年7月11日にプイゴロド村のホグアンスキ lー・スタンの部落31，90， 107がヨ
〈臼)

νフォ・クォロコラムスキー修道院に与えられた。この時点でブイゴロド村に属す部

落数はおとなれかつての 3分の l弱に減少し℃いる。

では，このような変遷をたどったプイゴロド村とその部落は，どのような構造をもって

いたのであろうか。次にこの問題を，表I及び表Iを作成するに際して利用した史料に碁

(47) Aφ3Xパ.II，必171。なお，必.179，272， 3021こも言及があるが，.Mi17.9 (1543--44 
年)ではヨシフォ・ウォロコラムスキーの小村オトチンチェヴォに属す部落とされ

ており ，.Mi.272 (1558年3月17日付)では，イワン凶世がヨシフォ・ウォロコラム
スキー修道院に，交換によって得たOHly山OBO，XpOMblf HHO， JlyKHHO という 3つの部
落と引換えに与えた6つの部落とされ，必ω2(1563年12月20日付)では，イワン
凶世がヨシフォ・ウォロコラムスキー修道院に，交換によって得た XPOMblfHHO と

刀y則的という 2つの部落と森林の引換えに与えた 2つの部落と 4つの新開地とさ
れている。

(48) r.ω{ Jla， .Mi178。
(49) 7i.仰 2問.MiJ80。
(50) r.ω{ ')JCe， .MiJ98。このCUIHaHは， 103の農民イワンコ・エルモリン， 102の農民オ
レシャ・ハリトノフ， 100の農民オントン・ネリドフに与えられている。
(51) Tau J/ce， .Mi.295。前半部分の部落にある耕地面積416%デシャチーナ，干草盤:.36
01コプナー，森林而;JW155デシャチーナは，交換によって得た2つの村と16倒の部落
にある耕地面積に等しいが，干草起については1781コプナー，森林面積については，
46.5デシャチーナ多い。超過分についても，修道院のものとなっているが，イワン
四世は，j!!に耕地200デシャチーナを与えるよう命じ，その結果追加分として後半
部分の部落が与えられた。後半部分の部務の耕地面積は203Yzデシャチーナ，千車
道は1320コプナー，戸数は78戸(空の戸がさらに 3戸ある)で，余分のものも含め
て修道院のものとなっている。これらの部洛は， .Mi302では，ウォロク郡スタロウ
オロコラムスキー・スタンのイリイツィノ村(表 Iの77で，必初5の時点では部落)
とその部落とされている。

(52) TauJIa， .Mi309o 
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-430-- 第56巻第1号

づいて検討することにしよう。

III ブイゴロド村とその部落の構造

村の構造，部落の構造，村と部落の結合の在り方という 11頃序で検討を加えたい。

(1 ) プイコ争ロド村の構造

430 

ブイゴロド村については， 1543-44年の COTH仰に記載されている。これにiよると，

ブイゴロド村には，表Iの1に示されているもののほかに，教会が2つ(ボゴヤグレニヤ
(53) 

・フリスタ，大天使 Eハイラ)， 2つの教会の司祭の戸(計 2つ)，補祭の戸，BbIIHble且BOpbl
(54) 

の中に含まれているクリコーチニクの戸があれ 2人の司祭はそれぞれ一つの耕闘に(以

下，耕地を示す場合には一つの耕闘で表わす。従って耕地の合計は示された数字の3倍

で表わされる) 8デνャチーア(以下，且ec.と略記)ずつの耕地(合計16デνャテーア〉

(53) TaM ?ICe， .Mi.l78では， BblIllble Jl.BOpblとHeBblTHblCJl.BOpblの区別がされている。 sbト
1bには二重の意味があり，オブロークを課せられて，土地所有者から農民が得たうよ

与地としての経済的意味と諜税対象としての経済的意味を持っているとされている

(r.礼 AHOI1sorOB，YIW3.. CO句， crp. 63)，この点は， Aφ3X， Y. II， crp. 613でもf;J/.lljJされ
ており，前者の意味で使用されている例を史料の中に見い出すこともできる (TaM

?ICe， .Mi303他)。では， HeBblIHbleという場合は， どちらの意味で使用されているの
か。 BbllHbleJl.BOpblに対応する BbllH bl e 1I0.UI1か， Bbllbから税を:'¥:.11、う人々 の;志月末で
使用され， BblTHblHがBbllbの個々の経消に属す，あるいは利用されている地)'，.とい

う前者の意味から派生した形容詞であるとされていること， と同時にBbllbに編成

されているという意味も持っていることにilosapb pyccKoro H3blKa XI -XVIl BB. 
BbIn. 3. M.， 1976， CTp. 266， 269)から判断すると， HeBbllHbleは， BblIbには編成され

ていない，あるいはBbllbを持たないというこ通りの解決が可能となるように忠わ

れる。もしも， 1546-47年のCOIHaH(Aφ3X，Y. II， .Mi 198)中の {606blJJb 6e30a山町IH幽
oi1}がHeBbllHbleJl.BOpblに対応するものとすれば， HeBbllHbleはBblTbを持たない，

つまり地片を持たないという~~~I床になるのであるが， 606blJlbとは記4おされていな
い。どちらの窓味に理解ーするかは，村内あるいは部落内の住民構成の理解にも大き

な);~響を及ぽすが，本稿では， 4'1J断を保留しておきたい。
(54) 15世紀後半から16世紀初めには，秋まき畑，春まき畑，休関地という記述と共に，

「第 3の耕圏j，r 3司つの緋悶」という記述もあり，また r1つの耕留でJ，r 2つの

耕圏でも同じ、ずつ」という記述も見られ，この時期には一般に三間制が普及してい

たようである (A.1l.. rOpCKI1i1， 113 I1CTOpl111 3eMne.llenl1H B CeBepO -BoCIOYHOi1 Pycl1 
XIV -XV BeKOB. {MamepuaJ/bl no Uιmopuu a/lbCK020 X03flUιmea u KpeCmbflllCmea 
ccc丹 C6.III， M.， 1959， CTp. 17)。が，三園制とはいっても，当時のロシアにおい
ては，耕地を3つの耕国に分割したものであって，複数の農民の耕地が混在してい
るというものではなかった，という点に注目しなければならない(伊藤，前掲論文，

52ページ参J!n)。
(55) 地桜単位で，約1ゎ1ヘクタール。 1543-44年のCOIHaH(Aφ3X，叱 II，.Mi.l78)では，
80サージェン X30サージェンとされている。 1サージェン=2ω134mであるから80
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と100コプナーの干草を持ち， 補祭は4，nec.の耕地と 25コプアーの干草を持ち， クリュ

ーチニクの耕地が 6，nec. で干草が 20コプアー，ポ山ク包耕地が 3，nec. と千草が 10::1

プナーある。さらに，村に関する記述の中には現れてこないが賦役を免除されたオブロー

ク部港の記述中には，オブローク部落(表Iの77)を与えられたブイゴロドのポセーリス

キーたるステパンの息子ノレダクの名が見え，かれは， 1時にプリカースチクと呼称されなが

ら，種々の活動を行っており，無視するととができないにもかかわらず，クリューチニクの

戸が村内に存在しながら，ボセーリスキーの戸が存在しない点、が不思議である。また，こ

れだけの村の規模と多数の付属する部落を擁しながら，領主館ないし所領の中心となるべ

き施設の記載もない。

村内には領主直領地と農民保有地があり，後者は前者のほほ2倍である〈表I参照)。両

者の配置がとのようになっていたのかを示す史料はないが， 1546-47年の coτHa51中の

「プイゴロド村の村民のもつ耕地“口OWeJIbHa513eMλ51"から大侯の耕地として 3チェ

トグェ/レチ (2分の 3，nec“一細川1)ずつ没収し，その土地の代りに，村から追放された

農民の草地“rpaaa"2 sbllbがかれら(村民一細)11)に与え!られた」

との記述は，この問題と関連して重要であると忠われる。この場合，新たに領主直領地に

編入された部分は，それまで農民保有地を構成しており，その配置がどうであったのかと

いう問題は，領主菌領地と農民保有地の配管，領主i自領地の耕地の在り方とも関連してく

る。部溶には領主演領地が存在しなかったことと結びついて，領主直領地は村内のーケ所

にl集中して存在し，かつ農民保有地も領主菌領地と並んでーケ所に集中していたのか(こ

の場合，距離的にも近接し℃いたのか，距離的には隔っていたのか，の2通りが考えられ

る)，領主砲領地はーケ所に集中していたが，農民保有地は各戸毎に分散し lていたのか，モ

れとも逆に領主薗領地は!分散していて，農民保有地はーケ所に集中していたのか，あるい

X2リ 134x 30 X 2..134ヰ 10929..49(耐)で約1.1ヘクタールである。次に出てくるコ
プナーは，干草の束で 5プード (81.9キログラム)に相当し， 1馬車の積載量で
あるが，草刈地の面積単位に転化し 1コプナー=0ゎ1デシャチーナに換算された
(L B. A6paMoB附， HeCKonbKO H3bICKaHHH H3 06naCIH pyCCKOH MerpOJIOrHfI XV -XVI 
BB. (Kopo6bH， KonHa， o6lKa). <刀fpo6/le.Mbtucmo'tH.u/C倒的U51}.C6. XI， 1963， crp. 368)。
千草の量を表わす場合には， < BonoKoBaS1 KonHa} (一挙に曳きずって運搬できる干草
1コプナー)という言葉が使用されている。

(56) 日onHHK.農作業の監視人ではないかと捉えられている (AKTbI COuaJIbHO -3KOHO剛

MH'leCKoIi HCTOpHH CeBepo-BOCrO'lHOH PyCH. T. 1， M.， 1952， eTp. 753)。
(57) Aφ3Xパ・ II，.A6198. 
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は，領主菌領地も農民保有地も分散し℃いたのよ;8)また，村民に与えられた草地2悶 Tb

は従来から草地であったのか， それとも没収された耕地2BblTbなのか。前者の場合，没

収された耕地2BbITbは領主直領地に編入されたのであろうか。残念ながら， いずれも疑

問を提示するだけで，解答を与えるととはできない。以上の問は領主直領地の労働力の問

題とも関連するので，次にとの問題に移りたい。

領主直領地は村内に存在するが，その耕作には村民だけではなく，部港に居住する農民

も関わっており， 1543--44年の COIHa~ では「村内で大侯の耕地を耕作するべき村に属す
(59) 

部落」として表Iの20'-.176の部洛が挙げられ℃いる。この点につい亡は表Iの付属村ノミノレ
(60) 

キノの場合も同様である。 この際，農民の BbIIb数と領主直領地のデνャチナ数とが

一致しており (表 I参照)， rかれら(村民と部溶民一細川1) は大侯のブイゴロド村で，

134 J.(ec.を18bITbから 1且目。ずつ耕作する」という記述と符号している。したがって，
(62) 

領主直領地の労働力としては村民及び部法民，つまり農民であり， 領主直領地の面積は

凶 Tb編成L関連があるということになる。問問問且叫bIと HeBb問問江叫bIの区
(58) 伊藤氏は直営地は，集合耕地の形態をとり，農民経営から分離された領主の

直接的自己経営の性格を強くもっていたということが出来よう J(伊燦，前掲論文、

62ページ)としているが， ζの際，領主直領地の労働力構成を，その論拠の 1つと

して挙げている。

(59) 耕地だけではなく，草刈地も存在していたのであるから，当然草刈地での労働力

も問題となるが，この点については全く触れられていない。農民が領主直領地にお

いて行わなければならないニととして， 1 !lec. にライ麦2チェトウゃエルチ，燕麦
4チェトウホエルチを播種すること，自己の戸の堆肥を大侯の耕地(領主直領地)に
1 !lec.につき30コルイシカ(Iコルイシカは 4x 4 X 2 nH!lb3て，nH!lb は親指と人
差指を張った長さ)ずーっ運ぶことが挙げられている。

(60) Aφ3Xパ.11，.AGJ78。
(61) (naxaHl 11M Ha BeJlJ1KOrO KH513日Bce ，~e Ha 6yeropo!le CIO TpJ1IuaIb可eIblpe且eC5l!J1HbI，
C BblrH no且eC51rHHe}(TaM ~正巴)

(62) 領主直領地の労働力構成は，農奴制の成立の問題と関迷して，大きな論争点とな

っているが，さし当って，石戸谷，前掲論文を参照されたい。

(63) BbITbについては註53で既に言及したが，課程単位としてのBblIbに限って，検討

を加えてみたい。['.H.アンピロゴフによると， 16世紀半ばまで、coxaとBblIbは，

種々の土地範鴎に， ~p ち BbITb は御料地と黒土に， coxaは封地一世襲領，修道院領，
教会領にそれぞれ適用された相似の課税単位で， 16世紀前半の8bITbは 6!lec.に

等しい不変の経営単位及び課税単位であったが， 16世紀後半のはじめからイワン四

世の法典と関連して， coxaとの比率が新しい規則に基づいて(良質土6aec.，中質

土 7aec.，不良土8!lec.がそれぞれlBblτbに相当)決定されたという (r.H. AHnl1-

J10rOB， Yt<a3 CO匂， cη.63. この点については， A. HI1KJ1TCKJ1H， K Bonpocy 0 Mepax B 
!lpeBHell PyCH・()f{MJiJ刀}1894，必4，CTp. 412も参照されたい)01543-44年の CO・
THa百 (Aφ3X，4. II， .AG.l78)も1546-47年のCOIHa51(TaM .'JICe， .AG.l98)も，いずれも，
農民の耕地は 1BblTbにつき 6且ec.となっており，上の数値と一致している。しか
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別がある点が気にかかるが， HeBbl'IHble且BOpblはいずれにせよ，領主直領地の労働力を

構成しないのであるから，この区別そのものは領主直領地の労働力の性格に影響を及ぼす

ものではない。また，奴隷的非自由人の存在を明示する記述もないのであるから，領主直

領地の労働力としては， BbITbに編成された農民以外には考えられない。なお，村と部落
(64) 

の農民の間にはモの保有する耕地面積に迷いがあった。

ところで，先に触れた1546-47年の COTHa51によって新たに編入された部落も領主直領

地の耕作を義務づけられておより1543年頃ヨνフォ・ワォロコラムヌキー修道院領となっ
(66) 

た6つの部絡のあとに，領主直領地の9i働力を補ろという意味をもっていたであろう。領

主i直領地の増大と Bbl1b数の増大とがこの場合には一致しないという状況が生じたはずで

あるが，このような場合の領主菌領地の耕作の在り方を示しているのが付属村ノ勺レキノの

し， 1546-47年のCOTHa>lに見られるよっに，耕地の総而ifl'!と BbIIbの総数との問に
はほぼ1BbIIh= 6 !lec.の関係が確かに成志しているものの，側々の部落の耕地面積

とBbIIb数との間にはこの関係は成立していない。良質土，仁fJ'l!司土，不良土という
区分を適用しでも， 1分な対応関係を窮うことはできない。したがって，総数では，

1 BbIIb = 6 !lec.の関係が配慮されているとしても，側々の音1¥絡のBbllb数を決定す
する際には，部絡の耕地面f¥!1が必ずしも 6の倍数(あるいは 7，8の倍数)ではな

いのであるから，別の要l:!9が加わることになったのであろう。
ところで， COIHaHでは，側々の苦1¥洛の1fo]々 の良氏名が記載されている場合でも，
農民の個々の戸の耕地面松+市長山， Bbllb数は記紋きれずに，部議単位で記載さ

れているため，幾民の側々の戸が課税のための把探単位ーではないという印象を与える

のであるが，現実の税負H!者は側々の農民である。事実，村の農民から耕地が没収
される場合，また村を追放された農民に部務の耕地を与える場合には具体的な Bbl.

1b数が示されている。また 2つの部洛に耕地を持つ農民も存在するのであるか
ら，部落ではなく，個々の燦民の戸を把娠することが要請されたであろう。

16世紀のロシアにおいては，それが耕地面積の把援という形をとることになった

のである。この耕地面積を基礎とした課税単位 Bbllbが，既に:iA.べたように，領主

直領地の労働力編成にl祭しても，またオブロークの支払いに!努しても適用されてい
るのである。実際的には，端数計算:を行わなければならなかったであろうが。

(64) ブイゴロド村の場合，平均で1戸当り村氏は3，56Jlec.，昔日終氏は2，，33aec.パルキ

ノ村の場合，村民は3，，6aec.，部落民は2，，99!lec.となっている。ちなみに， 1546-47

年にブイゴロド村に編入された封地では， 16備の部落の平均値は部溶民1戸当り1.65

aec.である。

(65) {410 6blnH HX p03，且anHBcnHKoro KHH311 nHCl¥bl BaCHJleii 5pexoB C roBapH山H!leTeM 

6011pCKHM B nOMeC'Ibe XpeC'Ibl1HI1Hy nOJleBy且a4epHary ，aa MHxaHny CBaxHHblM， a npH-
nHCaJlH HX K ce，ny K 5yloropoay， a naxam 11M BeJlHKOrO KH51351 naWH5I B cene Ha 5yero・
poaeJ (Aφ3X， 4. H， ，，¥6198)。

(66) 7ì仰，~κt?， ，，¥6.180。
(67) ヨシフォ・ウォロコラムスキー修道院領となった 6つの部落のうち 1つは1543一

44のCOIHa51に含まれていないので，他の 5つの部落についてみると耕地面積の

合計は435aec.で1Bbllb = 6且氏。とすると 7)1品川となる。ブイゴロド村に編入
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場合である。この村では BblIb数が33"7'6で，領主薗領地が36ぇec.であるため， 33%且ec・

につい℃は1BblIb から 1.::¥ec.ずつ耕作し，残り2号色且ec.. については共同で耕作すると
(68) 

され亡いる。これは，労働力の問題から離れて，領主直領地の耕作がどのように行われて

いたのかという問題と関連しているし，先に触れた領主直領地の存在形態とも関わってい

る。だが21'}Il，L¥ec.を共同で耕作するとはとういうことなのであろうか。また，前述のよ

うに， BbITb編成と領主薗領地の面積との聞には何らかの関係が存在していたと考えられ

るのであるが，その BbIfb編成が極めて人為的・機械的であるとすれば，農民が現実に
(69) 

耕作する領主自領地の面積はばらつきの多いものとならざるを得ない。

共問で耕作し得ること 1BbIIbにつき 1且ec.. と割り振られていること，これらをど

う整合的に捉えることができるのか。乙れもまた問題を提起するに止めておきたい。

(2) 部落の構造
(70) 

1543-44年の COrHaHでは，部落については農民保有地の面積と干草量に!関しては個々

の部落に関する記載があるものの，戸数に関しては全部落の合計となっており，個々の部

落でどうであったのかを知ることはできないが，部落の構成要素と考えられる草刈地と森
(71) 

林に関する記載があるので，それから検討し℃いくととにしよう。

された部議の総 Bbllb数は15BbIIbてあるが，村内てぜの移動により 1% Bbllbの耕地
が減少している。したがって農民のBbllb数は140BbIIbとなる。一方直領地は，村

内のj呉氏の耕地43XiBbIIbから 1Bbllbにつき%!l.ec.ずつ編入したとすると64:Ys!l.ec.

増加し，合計 198:Ys!l.ec.となり， Bbl!b数140よりも58:Ys!l.ec.だけ多くなる。この部
分については， 1543-44年の cOIHaHにはその名をみることができない表Iの8-

19の部洛が関わっていたのかもしれない。この12個の部落の耕地面積は:87xi !l.ec.と
なり 1Bb!Tb口 6!l.ec。とすると約14..5 BbITbで， これらの部落が領主直領地の耕作

に関わったとしても，まだ余分が出てくる。

(68) < Bblleii B ceJJe H B !l.epCBHHX IpHIl¥alb TPH BbIIH C nonylpeTbぬ BbIIH，a Ha Bbllb 
XpeClb51HCKHe naWHH no wm !l.eCHTHH B no，ne， a naxaw HM B ceile Be.nHKOlO KH日3HnaUl. 

HH Ipl1'Il¥alb weClb !l.ec日mH，IpHl¥arb IPH !l.eCHIHHbl c nonyrpCI'bIO， c BbllH no !l.eC51IHHe， 

a TPH !l.eCHTI1Hbl 6e3 nonylpem naxam HM 3rOHOM〆}(Aφ3X， Y. II， .MiJ 78)。
(69) 1546一:47年のCOIHaH(r.制御".Mi 198)に基づいて，名部落の農民の戸数と BbI.
I'b数，村の農民の移転を考!志して，耕作すべき領主直領地の耕作面積を!l.ec.によっ

て表わしてみると(この場合 1BbIIbにつき 1!l.ec.という原則に基づいている)，

%， Yz， 1$， %， Xi， %， Ye， ~2となり，負担の大きさが著しく異なっている。こ
のCOlHaHを与えられた農民の場合には，完成c.，yz !l.cc.， y:i !l.ec.といずれもその負担が
大きい。

(70) r.制問~， .MiJ 78。
(71) R. E. F スミスは，農民経営に占める森林の役割jを大きく言引面している(R.E 
F. Smith， Peasant Farming in MUSCQvy， Cambridge University Press， 1977， p 

2 )。
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プイゴロド村の部洛では，部落内に草刈場が全くなし他の部絡の草刈場へ出かけたり

(表Iの33と34)，部落内に草刈場はあるが，他の草刈場にも出かけている場合(表Iの36

~38， 53， 62， 78)もあわさらに表Iの62には，村民及び部落民(表Iの62だけではな

く他の部落の人間も含めて〉が共同利用する草地が存在していた(上記の6つの部落のう

ち3つはこの草地を利用し亡いたことが示されている)。森林については， 10個の部落に大

侯の伐採禁止林が存在し，そのうち6つの部落の境界に大侯の伐採禁止林が位置してい
(72) 

る。 1546-47年の COIHa51には，水域と森林の有無，森林がある場合にはその面積が，

農民の戸数，ボブィリの戸数(いずれの場合も農民名，ボブィリ名が示されている)と並
(73) 

んで記載されており， 1562年9月21日付の交換状においても，耕地面積，千草蚤と並んで，

森林の数とその総面積が記載されている。 1564年7月11臼付の証書においても， 耕地面

積，干草鐙と共に森林商積が記載されている。このように，耕地と共に草刈地と森林が，

そして水域が部法(村につい℃も同様であるうが)にとっ亡重要な意義を持っていた。し

たがって草刈地がない場合，あるいはあっても小規模という場合には，部港外にそれを求

めることになった。森林については，果して草刈地ほどの意義をもっていたのか，という

疑問も残るが (1546-47年の COτHaH)でも16部落中9部落には森林がない)，伐採禁止林

の存在，森林の有無が問題とされていること等から判断して意味をもっていたと考えざる

を得ない。

前述のような要業を持つ部法とはどういう単位であり，それらの要素(当然のことなが

ら農民の戸，ボプィリの戸も含めて)はどのように結合し℃いたのであろうか。農民名，
(76) 

ボプィリ名を記載している1546-47年の CO'IHa51にもう一度目を向けてみよう。

表 Iの97のコンドラトグ才部落の場合，コシドラート自身とかれの息子クゼムカの戸だ
(17) 

けである。兄弟2人で，あるいは母親と子供で1つの戸という場合が3例(表Iの91，94， 
(78) 

102)，2つの部落に保有地を持つ場合が2伊tl(表Iの93と101に弘 BbIτbずつ， 104と105に

(72) Aφ3Xパ・ II，JlGJ980 
(73) ア仰抑，JIG.295。
(74 ) Ta.u 7Ice， JIG.309。
(75) Ta.M /ICe， JIG.198。
(76) Ta.M 加。

(77) (且e附問 1{ω0切 a'lOBO:BO 且附e ca~! I{OH江叩刷刷p問阿a釘1，BO 且叫e CblH ero Ky 
2筑花幻1沼官j 

(78) (BO JlBOpe MHxa収 oJla I1cToMKa I'PIl"¥llb!)， (80 ，llBOpe只HyW，lla l1J1eHKa EPMOJlHHbl)， 
~BO JlBOpe Map中aB，llOBa 3 Jle'lbMH}( Ta.u 7ICe)。
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弘 llbllbずつ。乙の場合，いずれもブイゴロド村から追放されて部落に移転させられた農

民である)ある。また，耕地を持たないボプィリの戸が5つの部絡に1戸ずつ存在してい

る(表 I参照)。

表 Iの97のコシドラトグォ部絡の場合にはそこに戸を持つコンドラートとの関係の深さ

をはっきりと示し℃いる。jまた，新開地とされている部務にも，通常の部落にもそれらの

開拓者名との結びつきを述恕させるものが多♂したがって，部落の場合には戸と耕地の

配霞たついて距離的に近接していたと考えられる。ただ2つの部経に耕地を持つという場

合には，戸と耕地との関係はどちらかの部落では薄くならざるを得ない。耕地を持たない
(82) 

ボブeィP賭の存在は何を意味するのか。かれらの部員きにおける位置はどうだったのか。ま

た，戸と耕地が密接に結びついている(距離的にも)と考えられる部裕において，複数の

戸が存在する場合，それらの戸は同一部落にあって，とのような関係にあったのか。戸は

隣接し，耕地も隣接していたのか，それとも戸も耕地も対になって距離的に隔てられ℃い

たのか。あるいは，戸は隣接しているが，耕地は別々の場所にあったのか。〕

(79) 01a B roe Mecro 3eMI1H JlaHO eMy 4erBeprb BblIH B npolllanoBe JlepeBHe， a JlBOp B 
Heii 6blJl nycr， a JlpyraH 4emcplb BblIH JlaHa B J1yIOlllKHHOii且epeBHe，H xopoMa eMy 
113 CeJla CHeC lI1ふ {AB IOe MeCrO 3CMRI1 JlaHO CMy 4erBepTb BbllH B npOHHHe Jlepe-
BHe， a JlpyraH 01y JlaHa可crBeprbBb!TH B KOpOCreJleBe 3aiiMHlUe. A XOpOMbl eMy CHe-
CIH 113 cena，) (TaM ?K巴)

(80) H.. H.ウォローニンは，このような例の中に，下級官吏，大貴族の下人一猟犬番，
猟人等々ーを見い出すとしている (H.H. BOPOHHH，. f( uemop山 Ce;LbCKOZOnOCe;LeIlU51 

ifieoda/lblloii Pycu凡， 1935.crp" 68)， 

(81)表Iの5，24， 44， 59， 67， 68， 69， 75， 98等々 。
(82) ボプィリの初j見は「ブスコフ年代記」の1500年の条 (nCKOBCKHe jlerOnl1CH・BbIn.

1， M.一九， 1941. Slavica -Reprint， Nr 2. 1967. crp. 84)であり， 15世紀後半の
新たな社会状況の中で現れてきたものである (6，n. rpCKOB， f(pecmbfllle lIa Pycu 

c dpeBlleii叫似 BJX3.Melldo XVII eeKa M.一凡， 1946， crp" 734)。現在，ボブィリについ
てもまだー|分な検討を加えていないので，部務の構造を考察する際に不可欠の要素

としてボブィリ層の問題があるとの指摘に止め，今後の検討に期したい。

(83) 伊勝氏は，音11洛を「量的にも質的にも基本的集務単位を構成している」とした上

で，特質として 6点挙げているが，第1点の定住形態について，飲居定住という点
を指摘し，第2点として各ジエレーヴニャは，耕地，牧草地，菜園等の，農民
経営の再生産のための総ての要訟を備えた自己完結的経済細胞を構成していたJ，つ

まり「孤立農園という性格」を持っていた点を指摘している(伊藤，前掲論文， 53 

-54ページ)。が，具体的な配置の問題には触れていない。この点、は r集落の合体

化」の進行の際に関わってくるのではないだろうか。

1562年9月21日付の交換状 (Aφ3X，叱 II，.Mi295)で， ヨシフォ・ウォロコラム
スキー修退院予ifiとなった部滋イリイツィノ(表Iの77)が1563年12月20日付のイン
ムニテート状(TaM?Ke，必302)では村とされている場合にも同様の問題が生じて

くる。
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部落についても，疑問の提示に止まらざるを得ない。

(3) ブイゴロド村とその部落との関係

-437-

この点に関連して， 現象的に気付く点は，第11<:部落の寄進， 交換が行われているこ

と，第2に，オプローク部総，かつて封地であった部落をも含んでいること，第3に，村

から部落への農民の移転が領主の意志によって行われ得ること，第4に，賦役という形を

とって村と部落とが結びつけられているという点である。

第1の現象が生じ得るのは，部落の集会が村を構成するのではなく，村は村として存在

していて，部落は別個のものとして存在しながら同時に村に属すという形態をとっている

からである。そのため，交換によって一つの部落をある村に属すものとする一方で，他の

村に腐していたもう一つの部落を交換の代償として別の領主に与えるということが他方で

可能となったのである。この点は，第2の現象とも関連している。この点に関連して，触

れておかなければならないことは，既述のよろに，部落が複数のヌタンに属していたとい

うよミである。

第3の現象は，村と部落の前述のような存在形態にも拘らず，村とその部落は悶ーの所

領に腐すものとして，内部での労働力の編成替えが生じえることを示している。また，部
(84) 

落から村内の耕地の耕作にやってきていた農民の存在が指摘されていることも，同一所領

に隠す村と部落という意識と通じるのではないだろうか。

この意識を否応なく生じさせることになったのが，第4の現象である。賦役については

統に述べたように，その具体的な実行形態は明らかではないが，村内の領主障領地の耕作

に，村民だけではなく部港民も関与させられていた点ははっきりしている。領主直領地の

配霞いかんによっては，村民と部港民との関係を考察することも可能であろうが，いずれ

にせよ，村含接点として村民と部落民とが結びつき得たことには変りないであろう。村に

は教会もあり，交流の場としての役割も果していたであろう。

そして，このような関係にあった村と部落の把握を委任されていたのがクリューチユク

とポセーリスキー(あるいはプリカースチク〉である。だが，ここでも村と部落という所

領構成に関連して，クリューチニクとポセ-9スキーにはその役割において迷いがあるよ

うに思える。すなわち，クリューチニクの場合には，村がその活動範囲であり，ポセーリ

スキーは，村と部落を含み，より広範な権限をもって近隣の穏々の所領との関係にも当っ

( 84 ) < '1!O OH naXa，1 ry '1e町内lIae3，l¥OM日pl1印刷削11113抑制11113 606 pOBa.}( T.ω 問
KoJ98)。
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ていたようである。この点をよく示し℃いるのが，かつ亡の封地をブイゴロド村に編入す
(85) 

る際の「プイゴロドのプリカースチクJ)レダクのf交苦手jである。

以上のように，村とその部落は， J.l1J伺のものとして存在しながら，同一所領に属してい
(86) 

ることによっ L，村を接点として結びつくという構造をとっていたと考えられる。

IV おわりに

ブイゴロド村とその部落の沿革と構造を検討してきたが，具体的な像を描くまでには至

らず，問題点を提示するに止まってしまった。本稿で提示した問題に取り組むためには，

史料的に，恵まれている16世紀後半の修道院領，とりわけ本稿でも言及したヨνフォ・クォ

ロコラムスキー修道院領を分析しなければならないと考えている。芸評い当修道院領に関す

る論稿も多く，まだ入手できてはいないが，近年当修道院の経済関係、の文書も刊行され℃

(87) 

し、る。

と同時に，本稿では展開することができなかったが， 16世紀ロνアの農業構造の特徴を

史・資料に基づいて具体的に把握するととも要請されるであるう。所領構造・村落構造を

基礎において規定しているものとして農業構造を無視する ζとはできない。

16世紀ロVアの全般的状況の把握と併せt以上の点を今後の課題としたい。

(85) このCO'IH飢は， ブイゴロドのプリカースチカたるル夕、ク他2名の記載台帳から
のCOIHa日となっている(T.a.M ')/ce)。

(86) 村に隣接する部落が同一所領に属す場合，あるいはそういう現象が生じた場合，そ

の音11落は村に吸収され，部落名は消滅することになったのであろうか。あるいはそ

のままの状態が維持されたのであろうか。

(87) Bor4HHHble X035U1cIBeHHble KHHrH XVI 8. Y)KHHHO-yMOJloTHble KHHrH V!OCH中0-&γ
nOKOJlaMCKOro MOHaCTblpH 1590 -1600 rr" 8bIn" 1 - 3. M.一九， 1976 : BOI4HHHble XO・
3目前C1seHHbleKHHr11 XVI 8. KHHrH l¥eHe>KHbIX C60P08 H 8bInnar V!OCI1中o- BoJIOKOnaMCKOrO 
MOHaClblp5I 1573-1579 rr.， 8bl口. 1-2. M.一凡， 1978.
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